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町
長

発
足
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

会
長

思
春
期
を
迎
え
た
子
ど
も
と
の
関
わ
り
に
、

父
親
同
士
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
え
る
必
要
性

と
、
そ
の
主
旨
へ
の
賛
同
者
が

多
か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

設
立
し
ま
し
た
。

町
長

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

会
長

現
在
は
、
校
内
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
観
察
員

や
体
育
大
会
に
駐
車
場
整
理
を
担
当
す
る
な
ど
、
学

校
行
事
に
協
力
し
た
り
、
親
父
同
士
の
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
す
。

会
員

発
足
当
時
は
、
い
じ
め
問
題
を
真
面
目
に
話

し
合
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
互
い
の
悩
み
を
情

報
交
換
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員

親
睦
で
は
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
と
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

町
長

子
育
て
は
母
親
ま
か
せ
で
は
な
く
、
お
父
さ

ん
も
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

会
員

仕
事
な
ど
多
忙
な
中
で
、
会
員
数
は
年
々
減

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
親
の
盛
り
上
が
る
様
子
を
見

れ
ば
、
き
っ
と
子
ど
も
も
感
化
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

会
長

父
親
同
士
、
い
ろ
ん
な
意
見
交
換
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
一
人
で
も
多
く

の
会
員
が
増
え
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。

会
員

中
学
生
は
、
人
間
形
成

の
過
程
で
最
も
大
切
な
時
期
で
す
。
そ
う
い
っ
た
時

に
こ
そ
、
父
親
と
し
て
も
子
ど
も
の
成
長
を
し
っ
か

り
見
届
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

会
員

つ
い
仕
事
に
追
わ
れ
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
薄
れ
が
ち
で
す
が
、
し
っ
か
り
向

き
合
う
こ
と
も
親
父
の
役
目
で
す
ね
。

町
長

学
校
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
の
努
め
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
慢
で
き
る

学
校
に
、
親
父
の
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

�
父
親
の
存
在
に
つ
い
て
語
り
合
う
、
お
や

じ
の
会
メ
ン
バ
ー
と
真
田
町
長

お
や
じ
の
会

お
や
じ
の
出
番

過去の我国においては、欧米

諸外国に比較して乳がん患者数

は少ない傾向にありましたが、

近年の生活スタイルの欧米化お

よび女性の社会進出などにとも

ない、発生数が急激な増加を呈

しています。現在、年間約3 4 , 0 0 0

人の女性が乳がんにかかり、女

性の部位別癌発生数では第１位

となりました。一方、女性の乳

がん死亡数は年間約9 , 2 0 0人で、

その部位別死亡数の順位は、胃

癌、肺癌、結腸癌、肝癌に次い

で第５位です。つまり乳がんは、

他の部位の癌と比べて予後が良

好であり、早期発見を目的とす

る乳がん検診のシステム確立が

熱望されてきました。

国際的には、乳がん検診の基

本は｢マンモグラフィ（乳房Ｘ線

装置）による検診」であり、既

にこれを導入している欧米の多

くの国では、乳がん死亡率は低

下しています。一方、我国では

昭和6 2年に「問診・視触診によ

る乳がん検診」が開始されまし

たが、乳がんの死亡率低下には

寄与しなかったと言われていま

す。欧米諸外国に遅れること約

1 0年から 2 0年、平成 1 2年に｢問

診・視触診にマンモグラフィを

併用する乳がん検診｣が開始さ

れ、ようやく欧米諸外国と肩を

並べる様になりました。

しかし、さらに重要な問題点

があります。米国では、4 0歳以

上の全検診対象人口の6 0～7 0％の

人が２年に一度はマンモグラフ

ィ検診を受けていますが、我国

では厚生労働省が目標とする受

診率3 0％に達するにも程遠いの

が現状です。つまり、システム

が確立されても、死亡率低下に

寄与する為には、より多くの人

が検診を受ける事が重要であり、

真に今が旬であると考えます。

坂田診療所

坂田哲啓医院長

今が旬「乳がん検診」

中
谷
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
に
「
お
や
じ
の

会
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
は
、
父
親
が
も
っ
と

子
ど
も
と
の
接
点
を
持
と
う
と
、
平
成
７
年
に
発

足
し
ま
し
た
。
現
在
会
員
数
は
21
人
、
子
ど
も
達

の
心
豊
か
な
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

第
34
回

猪
名
川
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
を
開
催

「振り込め詐欺」に御用心！
最
近
、
全
国
的
に
警
察
官
や
弁

護
士
を
か
た
っ
た
り
、
数
人
の
人

間
が
電
話
口
で
入
れ
代
わ
り
、
言

葉
巧
み
に
指
定
し
た
口
座
に
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
事
件
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
、
電
話
を
受
け
て
３

０
０
万
円
を
振
り
込
も
う
と
し
た

女
性
が
、
金
融
機
関
窓
口

の
係
員
に
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
お
か
げ
で
、
被
害

を
未
然
に
防
い
だ
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
料
金

の
振
り
込
み
要
求
が
あ
っ

た
場
合
は
急
い
で
振
り
込

ま
ず
、
知
人
や
周
囲
の
人

達
に
相
談
し
、
気
に
な
る

場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
０

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
警
察
官
や
弁
護
士

が
い
き
な
り
示
談
や
金
額

を
告
げ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

左
の
「
詐
欺
被
害
の
防
止
３
箇

条
」
を
切
り
取
り
、
電
話
付
近
に

貼
っ
て
い
た
だ
き
、
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
環
境
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
２
）
へ
。

詐欺被害の防止3箇条
キ リ ト リ

◎振り込む前に1 1 0番
通報

◎お金は絶対に振り込
まない

◎落ち着いて事実を確
認する

▲募金に協力してもらうため、児童達が作った動物

の貯金箱

人
権
・
同
和
教
育
の
研
究
と
実

践
を
通
じ
て
、
部
落
差
別
を
は
じ

め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

に
向
け
て
一
緒
に
考
え
、
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
　
２
月
19
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午

前
９
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ
　
文
化
体
育
館
・
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
午
前
の
部
＝
基
調
講

演
（
午
前
10
時
15
分
〜
同
11
時
45

分
・
文
化
体
育
館
）

午
後
の

部
＝
分
科
会
（
午
後
１
時
〜
同
３

時
・
文
化
体
育
館
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）

▼
演
題

人
の
世
に
熱
と
光

を
！

▼
講
師

清
原
隆
宣

さ
ん
（
御
所
市
立
大
正

中
学
校
教
諭
）

ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
木

津
総
合
会
館
（
�
７
６

８
・
０
２
１
７
）
へ
。

猪名川町明るい選挙
推進講演会開催

�と　き　２月1 9日（土）午後

２時～同４時

�ところ　日生住民センター

�テーマ　一票を投じる前に

�講　師　福家　清美さん（神

戸婦人有権者連盟会長）

�参加費　無料

�内　容　①選挙に行きますか

②選挙について考えましょう

③各国の選挙　④さぁ、今日か

ら私たちは

問い合わせは、猪名川町明る

い選挙推進協議会事務局（総務

課内�766－8708）へ。

一
昨
年
に
起
こ
っ
た
イ
ラ
ン
大
地
震
を
き
っ
か

け
に
、
絵
や
手
紙
・
募
金
を
送
り
、
現
地
の
子
ど

も
達
を
励
ま
し
続
け
た
白
金
小
学
校
の
児
童
達

（
平
成
15
年
度
の
２
年
生
92
人
）
が
、
１
月
８
日
、

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
ぼ
う
さ
い
甲
子

園
」
で
、
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
当

日
は
表
彰
式
・
発
表
会
が
行
わ
れ
、
児
童
達
は
、

国
境
を
越
え
た
助
け
合
い
の
心
を
、
全
国
か
ら
参

加
し
た
子
ど
も
達
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。

子ども ぼうさい甲子園で

白白金金小小学学校校がが特特別別賞賞をを受受賞賞

白
金
小
学
校
平
成
15
年
度

2
年
生
の
活
動
内
容

生
活
科
や
道
徳
の
授
業
で
「
支

え
合
う
心
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し

て
い
た
児
童
達
の
も
と
に
、
４
万

人
が
犠
牲
と
な
っ
た
イ
ラ
ン
大
地

震
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。
児
童
達
は
、
家
族
か
ら

聞
い
た
話
や
、
新
聞
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
こ
と
を
参
考
に

被
災
者
に
対
し
て
自
分
達
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
ま
ず
募
金
と
絵

を
贈
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
児
童

達
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
校
内
に
展
示

し
、
可
愛
い
募
金
箱
を
一
人
ひ
と

り
作
り
、
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
家
族
に
「
お
手
伝

い
を
す
る
か
ら
募
金
を
し
て
ね
」

子子 どど もも ぼぼ うう ささ いい 甲甲 子子 園園
とは？

と
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
こ
う
し

て
集
ま
っ
た
５
万
円
と
新
品
の
文

房
具
、
「
元
気
が
出
る
」
を
テ
ー

マ
に
笑
顔
や
虹
な
ど
を
描
い
た
絵

約
90
枚
を
現
地
に
贈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
イ
ラ
ン
の
子
ど
も
達
か

ら
お
礼
の
絵
が
約
１
０
０
枚
届

き
、
そ
れ
に
応
え
、
今
度
は
児
童

達
が
「
早
く
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
」

な
ど
と
書
い
た
手
紙
を
送
る
な

ど
、
国
境
を
越
え
た
心
の
交
流
を

続
け
、
災
害
時
に
欠
か
せ
な
い
助

け
合
い
の
精
神
を
学
び
ま
し
た
。

◆
　
　
◇
　
　
◆

問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

（
�
７
６
６
・
６
０
０
６
）
へ
。

阪神・淡路大震災1 0周年記念

事業として、「人と防災未来セ

ンター」、「毎日新聞社」、ＮＰ

Ｏ法人「ＣＯＤＥ海外災害援助

市民センター」が企画したもの。

自然災害から命と暮らしを守

るため、学校や地域・家庭で防

災教育活動に取り組んでいる子

ども達の活動を募集し顕彰する

もので、子ども達の防災意識を

高めるのが狙い。

今回、学校やグループなど、

2 6都道府県から 8 7の応募があ

り、選考の結果、防災大賞１点、

優秀賞３点、入選５点、審査員

特別賞２点が選ばれた。


